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はじめに

一昨年の本紀要において. I被服製作実習を支援する授業展開についての試み」と題し，授

業の中で被服を解体することによって，被服構成についての理解を深めさせ，さらにその後の

被服製作の授業での創作活動をいかに手助けできるか，という目的で実験を行った結果を報告

したj)。その結果をふまえ 改善した授業を行い 昨年の本紀要にて「被服製作実習を支援す

る授業展開についての試み(その2)Jと題し，報告を行った 2)。第2報での結論は，解体す

る被服の種類によっては，不要になった被服はすぐに廃棄をするのではなく，授業の教材とい

う新たな使途を与えることができるという視点の獲得が特筆すべき点であった。また，授業内

容の改善から理解度が上がった様子も見て取れた。ただし，同日に行った被服の部分名称やデ

ザインの名称については活用度が低かったことから，以下の課題を挙げている。まず，ワンピ

ース制作のための被服解体であるという目的を学生に伝え，それを意識した上で作業を行わせ

る必要があることである。また 自由記述における表現方法の改善，部分名称，デザイン用語

だけでなく，解体する際に出てくると思われる付属品に対する基礎知識の事前獲得である。

よって，今回は解体前後の専門用語の説明の徹底，配布資料への気づきの書き方の指導をよ

り丁寧にすることで，今後の被服製作実習を支援する，被服構成の理解力と被服を正確に観察・

分析できる力を養うことを目的として，指導及ひ守調査を行った。

先行研究と被調査者の現状について

これまでに挙げた論文の他に，植村千春氏による「授業実践例 デザインを形にするー専門

学科における「被服製作」の授業実践(年間テーマ原点を見つめながら働くということ)J 3). 

長山芳子氏による「大学生の小・中・高校時における被服製作経験とミシン実習後の変容一初

等教員養成のためのハンカチ袋作り授業効果J4)など大学生を対象にした被服製作をテーマと

した研究が近年目立つようになってきた。現在は被服の専門学科や初等教員を目指している将

来被服製作の機会が多いであろうと予測される大学生を対象にした研究が主である。しかし

今後ゆとり教育世代が大学入学を果たす中，被服製作能力が未熟であることから全体の被服教

育の強化のためすべての大学生を対象にした研究は今後増えていくことが予測される。

さて，今年度の被調査者も事前の調査によると昨年同様高校での家庭科の授業では主に食物

に関わる実習はしているものの，被服実習をしたという学生は少なかった。前述したようにゆ

とり教育世代である被調査者は小・中・高において被服製作の機会はかなり少なく，昨年同様

ミシンを使用した授業は小学校までさかのぼるという被調査者も今年は複数いた。しかし昨
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年以上にアパレル，ファッションに興味を持っている学生多く.iファッシヨン・デザイン実

習IIJを受講する被調査者は4割増となった。また，昨年に引き続き，中・高の家庭科教員免

許取得を目指す学生が3分の l程度おり，授業に対する態度が大変まじめで，丁寧であったこ

とが特記すべき今年度の被調査者の背景であると思われる。

方法

1 )調査対象

広島女学院大学で行われるファッション・デザイン実習II(洋裁)を受講する学生34名

2)調査日

2011年10月4日及び10月11日

3)方法

①被服構成に関する基礎知識として，洋服(シャツ・パンツ・スカート)の部分名称を解説す

る配布資料を用い，被調査者に問いかけながら，番号と部分名称の板書を行う。(10月4日実施)

昨年制作した資料と同様のものを使い，部分名称を解説したが，知っている部分名称もある

だろうと予測し今年は被調査者を不規則に指名し，わかるところを答えさせた。単に板書を

行うだけでなく，自分自身で考えるよう促すことによって，部分名称についての印象を深める

狙いがある。

②ワンピースデザインにも使用できる部分名称やデザインに関する用語についても昨年使用し

た配布資料を用い，書き込みを行う。(10月11日実施)

確認した用語については昨年と同様であり，被調査者が偶然着用していた被服も利用して理

解を深めさせた。

③洋裁用具と服飾資材についての資料(図1)を配布し，書き込みを行う。 (10月11日実施)

昨年付属品の名称についてある程度知識がある方がよい，という結論が出たことから不要服

解体の前に資料を配布し，名称を書きこませることで確認を行った。

洋裁用具を確認することによって 実習中に自分が必要な道具は何かを説明する能力を獲得

したと言える。また，被服解体の手順は，実際被服製作を行う時でも失敗した場合などに閉じ

ことを行う可能性が高く，用具に慣れ，縫い合わさった場所をほどくという行為に慣れるとい

う今後につながる作業であることも改めて気付くことができた。



114 (楢崎久美子)

ファッy ョン デザぐノ実習ll"洋諸訪身3困

q来持ltiIR..拡糸底お資材広三丸、て

③ 

⑤ @ 

@ 。 ② 

⑧ 

③ 

。

哨 "8凶ヲー叩

図 1 洋裁用具と服飾資材についての資料 5)

也被服構成に関して気付きを促す配布資料を用い，学生それぞれに被服の解体を行わせる。 (10

月11日実施)

解体する被服は各自で廃棄する予定の不要服を使用したが，数名持ってくるのを忘れたため

複数名での解体をしたグループがいる。その場合は本年度の報告では同じ解体被服記号を振っ

ている。

配布資料には，まず，文頭に「目的」と題し. I被服を解体することで，その服を構成して

いる被服のパーツを確認する。そして，パーツの形や数，縫い合わせている位置などを確認す

ることによって.2 D (平面)がいかに 3D (立体)になったかを理解し，今後のデザイン画

における切り替えや袖付け，衿ぐりのデザインやワンピース制作に活かす。」と明記した。 同

時に，授業内で注目させて音読することで被服解体の目的をはっきりと指導した。今年度にお

いてはワンピースとショートパンツの制作を控えている被調査者であるが，来年度は各自が自

由にデザイン画を描き，それを元に大学祭におけるファッションショーの衣装を制作すること

から上記の内容を目的とした。

次に，配布資料に「持参した被服の種類.アイテム名，色柄・パーツの特徴(例.五分丈袖

ブラウス(白地に赤のドット 丸衿))Jと書いた下の空白へ各自持参した不要服についての説

明を書かせた。なお，不要服の種類について今回の報告では被調査者が記述したままを掲載す

る。

続いてく裁断する前に>と題し，配布資料へ何枚の布を合わせてその被服ができているか，
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予想、パーツ枚数を記入させる。その後，裁断を行わせた。

裁断が終わったら<裁断した後は・・>と題して，何枚の布に分断させることができたか，パ

ーツ数を記入し，袖ぐりの形衿ぐりの形を見てそれぞれ印象変化を自由記述させた。なお，

パンツを持参した学生については，袖ぐりの欄には股ぐりの形を見ての印象変化を，衿ぐりの

欄には周囲の上衣を解体したものを観察し印象変化を書くよう指示を行った。

最後に，解体被服全体の観察を通しての自由記述をさせた。

⑤解体した被服を用いて，被服の部分名称の再確認と解説を行う。(10月11日実施)

昨年は口頭で解体した各パーツに部分名称を直接書き込ませ授業を終了したが，その折に未

記入のパーツや書き込み間違いをしているものが何名か見受けられた。よって，今回はまず，

配布資料を準備させ，それを見ながら各パーツの名称をチャコベンで直接被服に書き込ませた。

更に，被調査者番号19の解体した上衣パーツを用いて，黒板に貼りイ寸け，解説を行った。また，

被調査者番号26の解体した下衣パーツを用いて，同様に黒板に貼り付け，解説を行った。

4 )使用した道具

不要服，裁ちばさみ，糸切りばさみ， リッパー，定規，チャコベン

写真 1 作業の様子 ブラウスを解体する被調査者

結果及び考察

1 )解体した被服について

被調査者が持参した被服は，長袖シャツ・ブラウス16点 三分丈袖ブラウス 1点，七分丈袖

ブラウス 3点，デニムパンツ l点，七分丈デニムパンツ 2点の言十23点であった。
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今回持参した不要服のうち，男児用パンツがl着あった。また，昨年と比べて高校の制服の

ブラウスを持参する被調査者は少なく，色柄入りのブラウスを持参した学生が今回は目立った。

また，不要服として持参したものの，別の被調査者が気に入り，リユースに至ったケースが

1点見られ，これについては被服の再利用について考える機会に偶然ではあるが，なったと思

われる。なお，持ち主である被調査者は別の学生と共に不要服を解体した。

昨年同様，事前に不要服の指定を行ったので，解体にふさわしい被服が持参されたが，この

授業を行って必ず書かれる「解体が疲れた」という事態を避けるためには，解体そのものは共

同作業でもよいと考えられる。特に今年度の被調査者はほぼ全員がリッパーを用いて丁寧に解

体を行ったため，解体作業時聞が長時聞かかってしまった。特にできるだけ丁寧に，と指示は

出したものの，その後裁ちばさみで大きく切ってよいところはそうするよう指示をしても，最

後までリッパーでの解体を続けたため，持参した不要服の解体を授業時間内に終わらせること

ができない被調査者が2名出た。学習目的は解体をすることそのものではないため，最も良い

方法として，不要服1着に対して2-3名で作業を行い，解体作業時間を短くすることで集中

力の低下を防ぎ，かつ，共同作業であることから解体の効率化も図られ，解説時間も十分に取

ることができると考えられる。

2)被服構成パーツについて

①解体前と解体後の被服構成パーツ枚数について

被調査者は被服解体前にまず被服を 5分程度観察し，構成パーツ枚数を数え，配布資料に記

入を行った。その後，実際に解体したのちはそれらを広げて，実際の構成パーツ枚数を数え，

記入した結果は以下のようになった(表1)。

これまでの結果同様，ほとんどの被調査者は実際のパーツ数より少ない数を解体前に記入し

ており，十分に被服の構成について意識を働かせているとは言えない状況であることが確信で

きる。

また，昨年同様解体後に被調査者に確認してもらった被服パーツ数が正しいかどうかの確認

を行ったところ，表1のような結果となった。昨年の反省を踏まえ，接着芯もパーツの一部と

して数える，と授業内で指示したところ，注意が促され正解を出す被調査者も出た。ただし，

昨年よりも被調査者の数が多くなったことから，教室後方へ着座している被調査者のパーツの

正答率がやや下がってしまったようにも感じられる。

なお，今回解体前の写真撮影を失念した。実質的に当日の授業中の撮影作業は困難であるこ

とから，事前に不要服の前・後ろの写真は被調査者に携帯電話のカメラ機能を使って撮影して

観察しておくという課題を与えることでこの点については解決すると考える。そして，解体後
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にその写真と見比べ，印象変化などを記入させることでより深い考察を行うことが可能である

とも考えられる。

表1 被服解体前と解体後の構成パーツ数の変化

被験者 寛章f本字皮.IlIR
解 f本被服名

裁断前 裁断後 正しい
番号 記号 予想t)，¥ーツ数 パーツ数 パーツ数

A 長宇EIIYシャツ〈白地I~ストフイブ〉 日 18 22 

2 豆、 Yシャツ 8 18 22 

3 B プフウス〈脊のィヒ柄〉 12 10 16 

4 B ブラウス、7E1'丙 12 10 16 

5 B 4ヒ宇丙のフフウス 12 10 16 

6 C 七分丈ヂムパンツ〈男児用〉 14 21 21 

7 C 短パン、ジーンズ 16 21 21 

B D 
フ'ラウス、フ1<色、

12 18 24 
リストレンタススリープ

B D 
リストレンヲススリーフフラウス、

12 18 24 
水色、=角材

10 E 長袖ブラウス 日 13 18 

11 F 七分丈袖シャツ 11 20 21 

12 F 七分袖シャツ 11 22 21 

13 G 
赤い、七分丈、胸πI~ダーツ、

15 11 15 
力フス!こスリット、背中ターツ

14 G 
赤 l"七分たlナ、胸πI~タ.ーツ、

10 15 15 
力フス I~スリット、背中ターツ

15 ト1 ブラウス、水玉、リストレンタス 14 33 32 

16 I 力、シタ シャツ、長宇由、黒 11 19 27 

17 J プフウス、フリル付ぎ、丸衿、きなり 5 26 40 

18 J プラウス〈長袖、丸持、生成〉 5 26 40 

19 Lく 力、シターシャツ、自1也、告IJ.IlIR用 11 18 24 

20 L 
リストレンク'ススリープ〈長宇宙〉力、ッヲー

11 19 26 
シャツ、白地I~水色、紺色のチェック

21 M 七分袖シャツ 10 15 33 

22 N 
白色力、yターシャツ〈フjフウス〉、

11 23 26
1 =角特

23 O タンガリーシャツ 14 28 381 

24 P 三ノ寸フ:;J 7 14 241 

25 Q 三/寸ヲ:;J B 15 20 

26 R デームパンツ、議、ストレ トヲ 18 22 24 

27 S 力ッタシャツ、白、長袖 10 22 22 

28 T 一分丈袖シャツ、白の弄聖地 7 10 13 

29 u ショッキンクピンク、七分丈、
11 15 20 

タイト、ストレッチ入り、中国

30 u ショッキンヲピンク、七分丈、
11 15 20 

投イト、ストレッチ入り、中国

31 九/
シャツ、ピンクと白、宇寺、

23 24 37 
リストレンヴススリーブ

32 V シャツ、ピンクのストフイプ柄、長袖 23 24 37 

33 V 
りスロレングスヌリーブのシャツ、

23 24 37 
ピンクと自のしまキ莫字義

34 w シャツ、貴重D一子二どlLbチェック、長袖 10 13 22 

②付属品について

今回も付属品についても配布資料に記述するよう指示をした。被調査者は昨年とは異なり，

解体後に被服についている付属品を確認しその種類と数を記入した(表2)。
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表2 被服の種類と付属品一覧
宇4廃車喪主著 角宰イ本主鹿月巨

寛平やま主主度且民毛主 イ寸耳雪ccと斐史
幸喜吾吾 言己吾吾

' 示丘、 壬重量宇宙VYャツ正己 1也 1;:::;<.トライτη ボ担三パ 01固〈フセ~8 -J、2コ

2 ぷ己、 可'::""-;-ヨ戸三F ォォ~9ンτ 口 f固

3 Eヨ τFぞラ=フコヨl(雫守口コ干E宇丙〉 ボ担二/'J叶口1固
主ヨタ 唱主要

4 Eヨ 三二芦号ラ'ヲヱス、 宇主宰丙
ボタンづ叶 01固
主"去五 t重量

5 B 二("E芋丙qコブラウエコL ボタン'J叶口1固
ヲタ t電量

ボタンヨイ国

壬ヨ ðt>~(?) 31固
自 c -tづ:'3ヒ千ニ.1.>.>電工/ツ〈星号 .!..~F日〉 でフ--;F".A::;合一 -"1-1);ID

'ヲ二C~ヨL ト.-:.: ) t，...トロ::>F'ヨf旦IJ
I;:Aっ寸::-~、 7ヒゴム当官""'"

オマ圭r_____31固
7 c 実璽>"'ユ/~ V'ーー〉〆二壬ー =ゴヰ令官完位

室主宅主m' 哲三/宅〉とさ至宝~4í固

日 亡〉
ブヲウス、フ主色、 オマ主T_____臼イ固

リエ之ト l-<---5二去、二スリーーτづ 主主芦 3'1'重

日 D 
リ二之トl/二/竺ヲニミエ之 'J-ーで芦ーで戸で0;'フ二之、 オて主T'"---r"'7i固

7-K壬豆、 芦弓宇令 圭，~タヨ喜重

寸口 E 
:1'主宰由τタでフウコぇ ボ担二/5イ固

〈正ヨモ己、 育可とT去ろ l こタ-~) タタ2寝童

寸1 F 
4ごう:.主ヒネ由三/今;:"，".，;..J オ考古P二/s1固

(1:ヨ土日~I こァFく主主CD そF コ二、~~フ〉 幸子主タ2喜重

寸2 F 
4三昔う?宇由三/寸，亡J -1てさr_____S1固

く臣ヨ士喧~I ご 7ーI之官~O:コ号F=，ンヨア〉 生>5:2'fi重

13  〈ヨ
示主L、、 4三うう主主ヒ、 E函フ'ï; 1~ 担 ~、

オ苛主..-____41固
?ってフ二"'-1こエコミリ、yト、 主芸言cp昔話1'"-一三J

14  ζ三道
君事L、、 寸ごう:'1".=1才、 E旬フ'el;:骨 山一 、

ボ長ン41固
オコでフヱ"-1;::三叉 'J、yト、 空暑rj=''''''-一三ノ

1 5 ト寸
τタでヲピフニ之、 フーt:三E、 リエ之卜 v:-ノ土7ニ之 オマタンτ41固
エzリーーτタ(:]:畳二F庄O、 芭ヨ 1也l こ亨~o:;.，寸言二三E 去ヨタ 3'1'霊

司自 エ カッタ一一三〆ャ口、:]:是宇由、主黒
対て告た/1:2"1固
ヲタ3韮童

17  --' づヲウ土之、ヲリ Jレf寸曹、芦L芋幸、ぎた，り
ポタ二/自イ固

告さタ5'1'重

1白 J ブラウス〈長宇宙、丸a宇主主主成〉 オずさヨン臼イ回

司自 K プコッター一三/ヤ三人自立世主、帯I且毘F詞
寸てさヨ二___11 11lil 
主ヨタ'4事重

2口 L 
リエえト v二/古7二三三三えりーーτタ〈王是事由〉ブコ、y生，- オ~~ヨン 1211酉
三/ヤシ、自主也 1;: フ主主豆、市首モ~o:;.ヲ=エッタ 主ヨタ 3'1'重

21 lv1 -tう:.宇由エ/守j.'"-:;.J
ボタン白イ固
主君主タ1幸重

22  ト4
自官主づっ、yタ 乙F寸ヲツ〈プモラウコミ〉、 寸守主た/91固

=角持 苦言タ2寺霊

23  Eコ タンブゴリーーシ戸ャツ オてタン261回

:24 F> 三/-"p~ 来記入

:25 己主 三ノ苛P 三J
オ苛圭>:.-哩 01回
タタ3ヰ重

26  F'ヒ ヲと二二4内)"'こ/ツ、書阜、主主トレーートマ 三長吉己A

:27 三3 1コッさヨーーシャ亡J、 白、昔室長宇也
オすさ安二ノ噌 3iB!ヨ
タク3事重

Z己 1ー ニニづ:.主主ご宇由己ノ寸ヲ~、 長ヨ ζD茸罵宜fu
オ官主r_〆71固
さヨク 3'1'呈

三f司ツニト二/グピ工/ヲ、ーヒうさりと、
オて幸子〉ペヨf固

2自 u 毛主'it!;b-J.望日巴、yト
圭ヨーfト、 二Z トv、ンヲユA".J、 rj='@冨

タタ3竜霊

乞ノョ'0/='rユ/タピユノ夕、寸ごうす3ヒ、
オ，主た/3-1圏

30  u 
圭'-1ト、二之ト v 、y 三F/、巳J 、rj='~

壬'ßðt>~雪U 也、ント
苦言?3霊童

31 ¥/ 
シャツ、ピンクと白、宇令、 オ宅占"二/11mヨ
リコミト v士ノ ";7":;Z:;Zリーーでブ 9"，"ヲヲ干重

32  、J 三/ヤシ、ヒゴ工/ワCDニミトライ士ブキ丙、オ妻宇由
寸之さ"二-"'11"fllil 
さヨク 2荏量

33  、/ 'J 二之ClL-〆~亡7 二之二主 'J τずζOo--ノ -'p:;...-、 オ苛王ヨユ/11iB!司
ピンクと自0:;.しま4陸芋芸 主>-:芦:2f重

34  、IV シャツ、主主君主、三芋ユ/-;J5.L司王F=、日夕、 f圭宇由 オて哲三/ フそ101固 -J'41回
主ヨク 2寝室
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しかし昨年に比べ記述内容がやや雑であった。やはり解体後には集中力がかなりなくなっ

ているように感じられる。その一方 表には記載していないが部分名称を学んだ、ことに起因

するのか，付属品ではなくパーツ名とその数をすべて書き込んだ、被調査者が10名いた。部分名

称に対する意識が高まったことが確認できるが，指示は正確に行わなければならないことも同

時に示唆している O

写真2 解体した不要服のうち最もパーツ数が多かった被服(J)(解体前)

写真3 解体した不要服のうち最もパーツ数の多かった被服(J)

3 )被服解体前と解体後の印象記述内容について

①袖ぐりについて

調査者は解体後に解体前と袖ぐりの印象がどのように変化したかを自由に配布資料に記入し

た。その結果は表3の通りである。

被調査者の中には 「被服構成学 (合実習)Jという授業を受講し，被服の構成について一定

の知識を持っているものがいる。それについては一昨年昨年と変わらないが，今年その授業と
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関連付けてコメントした学生が出た。こういった学生が今後増えることを期待したいが，そう

いったことを思い出させるための仕掛けも必要になるのも事実である。

表3 袖ぐりに関する印象変化

被験者 角宰f本字'!Iisli!
解体被服名 持ぐり印象変化

番号 記号

1 A 長袖γシャツ〈白地にストライブ〉
持のと」ろの布は他のと」ろ1;:J:tべて堅くなっていた。預丈
1;:作つであった。

2 A Yシャツ 見た目よりもたくさんのパーツでできでいた。

ヨ B ブラウス〈脊の花干丙〉
表と哀はそれぞれ違ラ布を使っていると思っていたが、実
際は一枚の布を折って縫い合わせていた。

4 B ブラウス、花キ丙
1つのパーツ1;:2枚の布が使つであったので、思ったより布
力、多かった。

5 B 干E宇丙のブラウス 持ぐりは斗体だと丸いの1;:裁断すると真っすぐな布〈台符〉
ととてもゆるい力ーブをおびた布〈符〉でできていた。

白 C 七分丈デニムパンツ〈男児用〉
符ぐりは普段着る時ぐるっと丸みのある形だけど、裁断する
と平面で=長細かった。

7 C 主豆パン、ジ ンヌ 見た目1;:反しで枚数が多い。

日 D 
ブラウス、水色、 裁断する則はかたくて力チッとした印象だったのが、パフパ
リストレンクススリープ ラにしTζことで'やわら力、く、ふにやふ1;:ゃになってしまった。

B D 
リストレンタススリーブブラウス、

はい、予想以よ1;:布が使われていた。
水色、三角符

10 E 
長袖ブラウス はい l符T己け1;:3枚も使つであると思わなかった、 1枚かと

〈白色h 前と後ろ1;:ダーツ〉 思った。

11 F 
七分丈袖シャツ 衿ぐりの印象は変わりました。予想以上1;:ハフパフ1;:解体さ

〈白地に水色のチェ、シク〉 才1まし7ζ。

1:2 F 
七分袖シャツ 変わった。カーブしているものだと思っていたが、案外水平

〈白地1;:水色mチェック〉 !こi丘いと恩、っT己力、ら。

13 G 
芳、い、七分丈、胸π1;:9 ツ、

持が2'佼だった。
力フスにスリット、背中ターツ

14 G 
赤い、七分たけ、胸冗1;:ダーツ、

衿力、2枚だった。掻着芯か入っていた。
カフス1;:スリット、背中ダーツ

15 H 
ブラウス、水玉、リストレンクス すべてい掻着芯が 4入っていて思ったよりしっかりした作り
スリーブ〈長宇齢、白地に茶の水玉 TこっTこ。

16 I カッターシャツ、長袖、黒
2枚力、重なっていたリ、台特が付いており、布力、多くあった
ため雑しい作りだと印象が変わりました。

17 J ブラウス、フリル付き、丸持、ぎなり
大きく聞いていると患っていらが意外1;:小さいので全然印
象が変わった。

1日 J プラウス〈長手凪丸衿、生成〉
足、っていたより小きかった。首は腕ほどは動かさないのでそ
れほどゆとりはなくても大丈夫なのだと恩った。

19 K 力ッターシャツ、自1也、制問毘周
変わった、いつも広けると放物線を描いでL、たので、切って
も放物線だと思ったが、車線だった。

20 L 
リストレンク.ススリーフ'(長袖〉力ッター 塁、ったより丈夫1;:作られていると思いました。衿l引枚の布

シャツ、白地に水色、紺色のチエ司シク かと思っていたけど私のシャツl立5枚の布が出てきたので

21 M ーと壬ラ宇由シャツ 変わりました.2枚の布が合わさつでいました。

22 N 
白色カッターシャツ〈プラウス〉、 持を裁断すると布が2つ 1;:わかれて、台衿と衿がある」とが

三角扮 分かつた。また、符も袖と同じく量量う部分l立2つに折りこんで'

:23 O タンガリーシャツ ベ-)~ーが入っていた」とを初めて知りました。

24 P シャツ 持ロ1;:もわたが入っていた。

25 Q シャツ 特 1;:ありません。変化があまり分からなかった。

:26 R デニムパンツ、黒、ストレート T
変わった。あまリ注目してみた」とがなかったので改めて見a
ると必要な部分だと確認で官ぎた。

27 S 力、yターシャツ、白、長袖
変わった。1枚だけで=なく、芯のようになっているパーツも
あった。

2日 T 二分丈袖シャツ、自の無地 持くりl立裁断する前と裁断してからもあまり変わらない。

:29 u 
ショッヰンタピ司ノク、七分丈、

見た目よりもたくさんのパーツでできていた。〈ブラウス〉
タイト、ストレッヂ入り、中国

30 U 
ショッキンタピ‘ノク、七分丈、

見た目よりもたくさんのパーツで司会していた。〈ブラウス〉
タイト、ストレ、ノチ入り、中国

31 ¥J 
シャツ、ピンクと白、宇幸、

変わらなかった。持くtリは1枚の布でできていた。
リストレンクススリープ

3:2 、/ シャツ、ピンクのストフイブ柄、長袖 変わりませんで=した。

33 V 
リスロレングススリーブのシャツ、

変わった。袖ぐりの印象と同じでz裁断前より大きく感じた。
ピンクと自のしま模様

34 W シャツ、黄色、ギン刀ムチェック、長袖 多くの布で構成されていた。
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また，これまでの調査結呆と比較して今年目をヲ|いたコメントとしては袖口の構成について

のコメントが激増したことである。これまでも数名いたが，質問に対して適切な記述をしてい

ないのは今後の授業内容についての理解を阻害するものであり，より丁寧な観察ポイントの誘

導が必至で、あることが指摘できる。

しかし質問に対する適切ではない答えは，逆に学生が注目する点を明確にしていると言い

換えることもできる。記述内容に注目してみると，多くの学生が形状ではなく，構成パーツの

枚数を書いており，袖口 つまりカフスの部分には多くの布を使っており，丈夫であるという

印象を持っている。これについても記述すべきことが違う，と否定するのではなく，それはそ

れで，袖口になぜそのように多く布が使つであるのか理由を考えさせ，被服構成においてどう

いった布使いが適切で、あるかを指導する材料として活用できるものであるということが明らか

になったと言える。

最後に，この質問項目の狙いは袖ぐりは裁断する前の印象としては円筒型に見えるが，実際

は山を描き，前と後ろでカーブが異なっていることを理解することである。これまでただ印象

を書かせて終了してきたが，今後の指導法として，記述した内容を訂正させた上で，正解を伝

えるという機会を今後設けることが理解を深める上で重要であると考えられる。

②衿ぐりについて

調査者は解体後に解体前と衿ぐりの印象がどのように変化したかを自由に配布資料に記入し

た。その結果は表4の通りである。

こちらも袖ぐりの記述同様 衿ぐりそのものに記述というよりは衿の構成パーツについて記

述しているものが目立っていた。袖ぐり同様，衿を首に締麗に添わせるためにどのようなカー

ブが必要なのかという理解を深めるためにこの質問項目を置いているが，質問をするだけでな

く，解説をすることで今後の被服製作への発展が望めると考えられる。
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表4 被服解体前と解体後の衿ぐりに関する印象変化

強験者 解体被服
解体被服名 持ぐり印章変化

番号 記号

1 A 長宇宙Yシャツ(白地にストライブ)
衿のところの布は他のところに比べて堅くなっていた.頑丈

に作ってあった。

2 A Yシマツ 見k目よリもたくさんのパーツでできていた。

3 日 ブラウス(青の花iii)
表と裏I~それぞれ違う布在使っていると思っていたが、実
際は一枚の布を折って縫い合わせていた.

4 日 ブラウス、花柄
1つのパーツに2設の布が使つであったので、思ったより布
が多かった。

5 日 花4諏Dブラワス
事事ぐりは立体だと丸いのIC裁断すると真っすぐな布(台特〉
ととてもゆるい力ーヲをおびた布{将)でできていた。

6 C 七分丈デこムパンツ{男児周)
衿ぐりは普段着る時ぐるっと丸みのある形だけど、裁断する

と平面で長範的、った.

7 C 短パン、ジーンズ 見た自に反して校教が争い。

日 D 
ブラウス、フk色n 裁萌する前はかたくて力チッとした印皐だったのが、パヲパ

リストレンヲススリーブ ラにしたことでやわら力、〈、占、!こやふ!こゃになってしまった。

9 D 
リストレンクススリ ブブラワス

はい、予想以上IC布が使われていた。
水色=角符

10 E 
長袖ブラワス はい l衿だItlC3枚も使って高ると思わなかった、 1故かと

(白色調と後ろにさFーツ) 思った。

11 F 
七分丈宇宙ンャツ 符ぐりの印象は変わりました.予想以上1;:)'¥ヲパラに解体さ

(白地に水色のチヱッヲ) れました。

12 F 
七分袖シャツ 変わった。力ーブしているものだと恩。ていたが、案外水平

(白地に水色のチェック) に近いと思ったかも。

13 G 
赤い、七分丈、胸元にさfーツ、

持が2枚だった。
力フスにスリット、背中1Jーツ

14 G 
赤い、七分たけ、胸冗にさfーツ、

衿が2枕だった。接着芯が入つでいた.
力フスにスリット背中1Jーツ

15 H 
ブラウス、水玉、リストレンヲス すべてに撞着芯が入っていて思ったよりしっかりした作り

スリーブ(長干曲、白地IC茶の水玉 だった。

16 I 力ッ担』シャツ、長干血黒
2枚が重なっていたり、台符が付いており、布が多くあった
ため雪量しい作~ti.と印象が変わりました。

17 J ブラウス、フリル付害、丸持、きなリ
大きく開わていると思っていらが意外IC小苫いので全然印
象が変わった.

18 J ブラウス(長字血丸衿、生成)
思っていたより小さかった.首は蹄ほどは輩出、さないのでそ

れほどゆとりはなくても大丈夫なのだと患った。

19 K 力、ンfヨーシャツ、自1也事l服用 変わった、いつも広げると閥抗問也、でいたので、切って

も放物品紙芝と思ったが、直線だった.

20 L 
リストレンヲスス1)-:;(長中由)力ッ担ー 思ったより丈夫1"作もれていると患いました。持l立1枚の布

シャツ、白1也lこ水色紺色のチエ'Yヲ かと思っていたけど弘のシャロl立5枚の布が出てきたので

21 恥1 七分干iIf-ノャツ 変わリました。2枚の布が合わさっていました.

22 N 
白色Jコッヲーシャツ(ブラワヌ)、 衿を裁断すると布I:Mつにわかれて、台持と扮があることが

=角衿 分b、った。また、衿も袖と鳳;く縫う部分は2つに折りζんで

23 O 1Jンガリーシャツ ペーパーが入っていたことを初めて主ωました。
24 P ごノヤツ 持口ICもわたが入っていた。

25 Q シャツ 特にありません。変化があまり分からなかった.

26 R デニムパンツ、黒、ストレート?
変わった。あまり注目してみたことがな由、ったので改めて見

ると必要な部分だと確認何?きた.

27 s 力ッ9ーシャツ、白、長袖
変わった。1枚だけでなく、芯のようになっているパーツも
あった。

28 T 三分丈干世ンャ、Y、自の窯地 持ぐりは裁断する前と裁断してからも高まり変わらない.

29 U 
ショッキンヲピンヲ、七分丈、

見1こ目よりもたくさんのパーツでできていた。(ブラウス)
担イトストレ yチ入り、中国

30 U 
ショ、yキンヲビンヲ、七分丈、

見Jこ目よりもたくさんのパーツで合していた。{ブラウス)
担イト、ストレッチ入り、中国

31 V 
シャツ、ピンヲと白、符、

変わらなかった。衿ぐりは1枚の布でできていた。
リストレンヲススリーブ

32 V シャツ、ピンヲのストライプ干味長袖 変わリませんでした。

33 V 
リスロレンヲススリ』ブのシャツ、

変わった。宇由正nリの印皐と同じで裁断前より大きく感じた。
ビンヲと自のしま模様

34 W シャツ、黄色芋ンガムチエ'!I~ヲ、長袖 争くの布で構属されていた。

4)被服解体後の印象について

被服解体作業終了後，調査者に改めて解体した構成パーツを大きく広げさせ，観察を行わせ

た。さらに，解体した被服を使って，見返しの確認や衿の形，袖などを黒板に掲示し，それを
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見ながら自らが解体したパーツに名前を書くよう指示した。

以上の全ての作業を終了した後，解体作業全体に関する印象を自由記述させた。(表5)

表5 解体した構成パーツに関する説明後の全体的な印象

金棒的な印象・感想

裁断する前の服は立体的になっているけど、裁断してみるとどのパーツも1枚の布でまっすぐになっでいた。

見た目よりもたくさんのパーツから服ができでいた。

I'I'J身ヒ頁のホータンホ}ルの部分と台衿が折り返して縫ってあったので唱予想よりも枚数が少なかった。

折り返しであったので、思っていたより全体の枚数が少なかった。袖の左右を見分けるのが難しかった。

同'J身ヒ頁のボタンホールの部分や台衿が折り返して経つであったため、予想よりも枚数が少なかった。
袖山は左右が対称ではないので右と左を間違えると形が変わる。

ウエストベルト J;:ゴムが入っているのを発見 伸縮できるようになっ tいるみたい l
思った以上九部品が多くあった。特J;:ウエストまわりは多くのパーツJ;:わかれていた。

短冊は 枚の布としでくっついているとは恩わなかった。
前立は一枚の布をしであるものと、前身頃を折り返してあるものとおり、すべて同じように作られているのでは
ないの力、意外だった。

短冊で一枚の布が使われでいた。援着芯と縫い方で硬さが変わるー

裁断後、本当J;:'::の枚数で一枚の服J;:なるのかな、と少し多い気がした。
1つ1つに名前があることに驚いたし、大きいパーツと小さいパーツがあるんだと恩った。

予想していた布の枚数の倍ぐらいありました。短冊がとても小訊市、両そでいありました。司自I止の布が一枚ず
つでし7己。力フスの布が一枚ずつで唱しTこo

力フスの吉田分が意外と大きいと感じた。後ろ身ヒ頁の形がベストみたいで=おもしろいと恩った。
短冊吉日づきが裁断したら河の部分だったかわからなくなるくらい小さく感じた。

外見より枚数があり、何重にも折り重なっていたりした。援着芯がいがいJ;:多かった。

ターツをほどくとフインドそって服が作られている」とがよくわかった。
接着7芯をi吏うことにより、ヨレにくくキレイなラインが出ていた。

思ったよりたくさんの布が使われていてシャツ一枚作るのもいろんなパーツがいるから大変だと患った。

ホIタンホールとボヲンが付いている部分が2枚の布から Fきていて驚きました。
多くの種類〈名称〉の布地からなりたってL、ることで服は重量しいものだ品、う印象を受けました。

1つのシャツJ;:対しr'J、乱、布や大きい布を便われでいるのJ;:篤いた。
袖は細いのにひらいたらすこく大きくて驚いた。

袖は思っていあより大きかった。
一枚の布だったことに加え、肩の部分にギャザーが入つどいたので=見た目より大きかったのだと思うo
袖のスリットの部分〈短冊〉も部品としてわかれるという」とJ;:ひっくりした。
接着7芯が袖ぐりにもあることに驚いた。前立があるものとないものがある。援着芯も一枚として数えるんです

裁断する削J;:数えながら11枚と予想したけど、 19枚もの布が出てきたのでzとても印象が変わったようい恩い
ます。 1枚の布で部品を作っていたところは非遂げてみると形がとても変わって大きさも培くらいになったので
とても印象が変わり、原形がわからなくなりました。

月'J身頃と後ろ身頃のターツを取ると印象が唯の布とL、った風J;:見えました。

袖の力フス部分を裁断しでみると、思ったよりも細かい構成J;:なっていた。

背中だけで3枚も縫い合わせてあっで、凝っでるんだなと患った。
同じパーツなのに切り離すと同じところとは思えませんでzした。

一見簡単J;:見えるシャツでも両校もの布が合わさってできているんだなと思いました。
わたが入っていたのが1番ひっくりしました。

使われている枚数力、多くてとでも意外で・した。

デ二ムは強い強度のためにたくさん縫い目があるんだなと知りました。やる、けやすい股部分、ファスナ一部分
は特に解体が大変だった。ズボンは細かいパーツがあるんだなと恩った。今までは全く気がつかなかった。

すごく謂丈に縫っであった。

ヨークがあるとは思っていなかったので背中の部分がすごくしっかりと作られているとL、うことに気がついた。

Tこくさλ~Oコヰ百で=一つぎ舌汁コして-L 、 7こ。

たくさんの布でつぎ合していたo

2枚からできている所や1枚からできている所力、あり、予想と違った。またー着いよって名称は同じでも形が異
なるので見分けることが難しいと感じた。

短冊と力フスが一枚の布をくっつけてある」とが印象が違いました。

ブラウス1枚作るためにこんなに布を使っているとは思わなかった。小さな部分でさλもちゃんと名則があった l
〈前立て、ヨーク・・.) 'J、さいのにその部分が1つでもなくなると物足りなさがあると思うo

見た印象より多くの布を使ってブフウスが構成されでいた。
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本研究の最終年度として全体的に丁寧に授業を行った結果として，感想、がこれまででもっと

も詳細になった。特に洋一裁用語，部分名称の使用頻度は目に見えて増え，さらにコメント内容

としてもこれまで、思っていたこと 解体をしたことで気づいたことが詳細に記述できている。

ワンピース製作を控える被調査者の被服構成パーツの理解は深まり，普段着用している被服へ

の興味もさらに強く持つよう促すことができたと言える。ただし被服解体をすることで被服

製作に対する苦手意識をもった，という印象を書いている学生が数名おり，この点については，

知識を得ることによって難しいと思うのではなく，分かつたからこそやってみようという前向

きな姿勢を持てるよう，授業内での声掛けが必要で、あるよう感じられる。

5)授業全体の印象記述について

筆者の授業では授業の終わりに授業全体を振り返り，どういったことを理解したかなどの感

想を書かせている。昨年同様この調査日の授業においても行い，被服解体について記述したも

のを挙げる(表6)。

一昨年は16名中7名.43.7%.昨年は24名中22名. 91 06%であり，今年は34名中33~，と 97%

の記述率がみられた。昨年は連続授業であったため，被服解体が印象に残りコメントがしやす

い状況だ、ったという点からの記述率であるが，今年は一昨年のように二週にまたがって授業を

行ったが，一昨年との違いとして，一週目後半と二週日すべての時間を被服解体に関わる授業

にあてたため高い記述率であったと考えられる。

内容については，被服を解体することによってどのようなことがわかったのか，という具体

的な記述をするよう指示を行ったため詳述しであるものが多く 部分名称や被服のデザインに

関する専門用語を使ったり，それを今後も使えるようになりたいと書いたりする記述も目立っ

た。この研究の一連の流れである基礎知識の獲得から既存の被服の構造理解という工程につい

ての記述も見られ，基礎知識を習得することで今後の創作への知見を得たという見方をする学

生が増えることはこの研究の目的でもあり，この被服解体という作業は被服製作実習の事前授

業として有効で、あると結論付けることができる。
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表6 授業全体の感想、より被服解体作業に関する記述のみを抜粋
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おわりに

本研究は，一昨年昨年に引き続き，ワンピースという被服製作をその後の授業に控える学生

に対して，被服構成の理解を支援するために，被服解体という作業を行わせるものである。一

昨年昨年の結果をふまえ 作業内容を改善し 試みとして最終年度の授業を行ったが，結論を

以下にまとめる。

被服解体そのものは被服構成の理解を助け，被服製作に対する意欲の向上を促すことができ

るが，被服構成を学生の意識に定着させるためには被服に関する部分名称や洋裁用具，デザイ

ンに関する専門用語の知識が必須であり，解体後には正確な知識の獲得のため詳細な解説をす

る必要がある，と言える。つまり，被服解体の事前・事後の指導が被服製作実習への支援にお

いてなくてはならない過程であると言い換えることもできる。また，今回の研究において目的

ではなかったものの，被服解体の経験は身近な衣服に対する制作工程・購入・廃棄などを考え

るきっかけとなり，衣生活の質の向上を促す役割を果たすという意義を明らかにすることがで

きたと言える。

最後に，実習授業に際して授業進行及び写真撮影等に協力いただいた植木由香実験実習助手

に感謝いたします。
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図・表・写真出典一覧

図l 注5参照

表1-6 調査表を用いて筆者が作成

写真1-3 広島女学院大学実験実習助手植木由香氏撮影




